
　

昭
和　

年
８
月　

日
、
留
萌
は
、
史

63

２５

上
最
大
級
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
大
水
害

に
見
舞
わ
れ
、
市
内
で
は
土
石
流
の
発

生
や
、
家
屋
の
浸
水
の
ほ
か
、
農
・
林
・

水
産
業
、
商
工
業
な
ど
に
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方

は
、
３
７
１
０
世
帯
、
９
４
９
９
名
。

被
害
額
は
、　

億
７
９
１
３
万
円
に
も

６９

上
り
ま
し
た
。

　

留
萌
地
域
は
、
ほ
か
の
地
域
に
比
べ
、

災
害
も
少
な
く
安
全
な
地
域
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
と
思
い
ま
す
が
、
過
去
に
は

こ
の
よ
う
な
大
災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
地
で
毎
年
の
よ
う

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
災

害
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
日
頃
か

ら
の
備
え
に
よ
っ
て
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

台
風
や
大
雨

の
来
襲
時
期
や

規
模
な
ど
は
、
気

象
情
報
な
ど
に

よ
り
、
あ
る
程
度

予
測
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

台
風
時
に
多
く
発
生
す
る
人
的
被
害

の
ひ
と
つ
に
、
風
や
雨
が
強
く
な
っ
て

か
ら
の
屋
外
作
業
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

家
屋
周
辺
の
点
検【
表
１
】を
、
日
常

的
に
行
う
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
被
害

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か

ら
天
気
予
報
な
ど

の
気
象
情
報【
表

２
】を
気
に
か
け
、

災
害
の
恐
れ
が
あ

る
と
き
は
、
早
め

に
避
難
の
準
備
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
で
対
応
で

き
な
い
も
の
は
、

専
門
業
者
な
ど
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

防
災

近
年
、世
界
各
地
で
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。国
内
で
も
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、

能
登
半
島
地
震
、新
潟
県
中
越
沖
地
震
な
ど
の
大
規
模
な
地
震
や
、大
雨
に
よ
る
洪
水
・

土
砂
災
害
の
発
生
な
ど
に
よ
り
、多
く
の
方
々
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昔
か
ら「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、最
近
は「
災
害
は

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
や
っ
て
く
る
」と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

８
月　

日
か
ら
９
月
５
日
は
、「
防
災
週
間
」で
す
。過
去
に
留
萌
で
起
き
た
災
害
を
振
り

３０

返
り
、こ
の
機
会
に
災
害
に
対
す
る
備
え
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
ま
だ
、記
憶
に
新
し
い
留
萌
の
大
水
害
！

【表２】雨の強さと災害発生状況

 災害発生状況予報用語
１時間降雨量
（ミリ）

この程度の雨でも長く降り続く時
は、注意が必要。

やや強い雨１０以上２０未満

側溝や下水、小さな川があふれ、小
規模の崖崩れが始まる。

強い雨 ２０以上３０未満

山崩れ、崖崩れが起きやすくなり、
危険地帯では避難の準備が必要。

激しい雨３０以上５０未満

マンホールから水が噴出し、多く
の災害が発生する。

非常に
激しい雨

 ５０以上８０未満

雨による大規模な災害が発生する
おそれが強く、厳重な警戒が必要。

猛烈な雨８０以上

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
て
被
害
を
最
小
限
に
！

【表１】家屋周辺の日常点検

チェックポイント項 　目

トタンが剥がれたりしていないか
屋 根

アンテナはしっかり固定されているか

強風で飛ばされそうな物を置いてないかベランダ

ひび割れ、破損、ぐらつきはないか窓ガラス

植木鉢などの落下物はないか庭など家屋周辺

シャッターが外れそうになっていないか車 庫

▼
大
雨
や
台
風
な
ど
の
風
水
害
に
備
え
る
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日
本
で
は
、震
度
４
以
上
の
地
震
が

毎
年　

回
程
度
発
生
し
て
お
り
、い
つ

３０

ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。し
か
し
、地
震
発
生
を
予
測
す
る

こ
と
は
大
変
難
し
い
た
め
、日
頃
か
ら

の
地
震
に
対
す
る
備
え
が
大
切
で
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震

災
で
は
、地
震
発

生
が
早
朝
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ

り
、就
寝
中
に
倒

れ
て
き
た
家
具
の

下
敷
き
に
な
る
な

ど
、多
く
の
人
的
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
震
の
震
源
に
よ
っ
て
は
、

津
波
を
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
海
岸
付
近
に
お
住
ま
い
の
方
や
、

地
震
発
生
時
に
海
岸
付
近
に
い
た
場
合
、

グ
ラ
っ
と
揺
れ
た
ら
す
ぐ
に
、
安
全
な

場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
情
報
に
注

意
し
、
津
波
発
生
の
情

報
が
あ
っ
た
場
合
は
、

「
一
刻
も
早
く
、で
き
る

だ
け
高
い
場
所
に
避
難

す
る
」を
、
津
波
被
害

か
ら
自
分
や
家
族
を
守

る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
時
に
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た

め
、
日
頃
か
ら
の
家
庭
や
地
域
の
中
で

防
災
意
識
を
高
め
、
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　
「
停
電
」「
断
水
」「
避
難
所
生
活
」
な
ど
、

災
害
が
発
生
す
る
と
、
突
如
と
し
て
、

日
常
と
は
か
け
離
れ
た
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
備
え
、
日
頃
か

ら
非
常
時
に
必
要
な
物
品
を
備
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
非
常
持
ち
出
し
品
」は
、
各

家
庭
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
準
備
す
る
内

容
が
違
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
家
庭
で

は
ミ
ル
ク
や
オ
ム

ツ
、
要
介
護
者
の

い
る
家
庭
で
は
補

助
具
の
予
備
や
常

備
薬
な
ど
家
族
構

成
や
人
数
に
合
わ

せ
た
準
備
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。 

●家具などによる被害防止チェックポイント
�可能な限り、家具をねじや市販のつっぱり棒などでしっかり
固定する。

�棚などには、なるべく重いものを下の段に収納する。

�開き戸式の戸棚には、止め金をつける。

�なるべく家具の上には物を乗せない。特にテレビの上の水
槽は最も危険。

�吊り下げ式の照明器具は、補助のチェーンなどで固定する。

�食器棚や窓のガラスには、テープなどにより飛散防止の対策
を。

▼
地
震
や
津
波
災
害
に
備
え
る

▼
非
常
時
持
ち
出
し
品
を
備
え
る

今
年
も
市
民
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、災
害
に
対
す
る
住
民

一
人
ひ
と
り
の
意
識
の
高
揚
と
、

地
域
に
お
け
る
災
害
時
の
初
期
行

動
や
役
割
を
確
認
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、昨
年
に
引
き
続
き
、今

年
も「
市
民
防
災
訓
練
」を
実
施
し

ま
す
。日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
高

め
て
も
ら
う
た
め
に
も
、是
非
訓

練
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、訓
練
開
始
と
同

時
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
、訓
練
実

施
地
区
で
は
、防
災
行
政
無
線
や

消
防
広
報
車
両
に
よ
る
訓
練
放
送

が
流
れ
ま
す
の
で
、ご
承
知
下
さ

い
。

�
日
時　

9
月
2
日
�
午
前
9
時
〜

�
場
所　

港
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
、三
泊
小
学
校
、東
部
地

区
公
民
館
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９月１日は防災の日



い
ざ
と
い
う
と
き
の　
　

地
域
住
民
パ
ワ
ー
！

　

平
成
7
年
1
月
に
発
生
し
た
阪
神
淡

路
大
震
災
で
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た

が
、
大
規
模
災
害
に
お
け
る
生
き
埋
め

や
建
物
の
閉
じ
込
め
な
ど
に
よ
る
救

助
・
救
出
は
、　

％
が
自
力
か
家
族
や

９５

隣
人
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
て
お
り
、
専

門
の
救
助
隊
に
よ
り
救
助
さ
れ
た
の
は
、

わ
ず
か
１
・
７
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
消
防
等
の
公
的

機
関
が
災
害
発
生
直
後
に
多
数
の
被
災

者
に
迅
速
な
対
応
を
図
る
こ
と
は
、
非

常
に
困
難
で
あ
り
、
人
命
救
助
や
初
期

消
火
活
動
は
、
近
隣
住
民
の
力
に
負
う

と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。                                   　

　

同
年　

月
に
災
害
対
策
基
本
法
が
改

１２

正
さ
れ
、
初
め
て「
自
主
防
災
組
織
」と

い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
っ
た

心
構
え
を
も
ち
、
町
内
会
な
ど
地
域
の

人
た
ち
が
自
発
的
に
防
災
活
動
を
行
う

組
織
で
す
。

　

そ
の
役
割
は
、
災
害
が
発
生
し
た
と

き
に
住
民
が
協
力
し
、
い
ち
早
く
負
傷

者
の
救
出
・
救
護
や
火
災
の
初
期
消
火

活
動
を
行
う
な
ど
、
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
て
、
自
力
で
災
害
か
ら
地
域

を
守
る
こ
と
で
す
。

　

昨
年
か
ら
留
萌
市
内
に
お
い
て
も
、

町
内
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
連

絡
協
議
会
に
お
い
て
自
主
防
災
組
織
が

結
成
さ
れ
、
今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
ま
だ
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ

れ
て
な
い
町
内
会
な
ど
、
ぜ
ひ
、自
主

防
災
組
織
の
結
成
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

自
主
防
災
組
織
の
こ
と

も
っ
と
知
り
た
い
方
は
�

　

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
、
詳
し
く

知
り
た
い
方
は
、
9
月
2
日
に
行
わ
れ

る
市
民
防
災
訓
練
の
見
学
や
、
防
災
担

当
者
が
直
接
出
向
い
て
説
明
す
る「
お

茶
の
間
ト
ー
ク
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
は
、左
記
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

近年、災害時における自主防災組織がクローズアップされていま
す。自主防災組織について、留萌市役所総務課で防災を担当してい
る中村和則参事にお話を聞きました。

自自主主防防災災組組織織をを作作りりままししょょうう！！

▲被災者へ炊き出しする住民（訓練）

▲豪雨のなか自主非難する住民

▲自主防災組織も訓練に参加

�
防
災
や
、自
主
防
災
組
織
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、総
務
部
総
務
課
防

災
担
当（
�　

・
１
８
０
１
）ま
で

４２

�
お
茶
の
間
ト
ー
ク
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、政
策
経
営
室
企
画
調
整
課

�　

・
１
８
０
９
／
�　

・
８
７
７
８

４２
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Ｅ
メ
ー
ル：

kikaku
@
e-ru
m
oi.jp
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９月１日は防災の日

気象庁は、地震による強い揺れを事前にお知らせすることを目指す新しい情報「緊急地
震速報」の一般向け提供（ﾃﾚﾋ ・゙ﾗｼﾞｵ 等）を、今年１０月 1日から開始します。
緊急地震速報は見聞きしてから、強い揺れが来るまでの時間が数秒から数十秒しかあ
りません。その短い間に身を守るための行動を取る必要があります。
ただし、震源に近い地域では、緊急地震速報が強い揺れに間に合わないことがあります。

緊急地震速報については、気象庁HPに掲載しています。
ｱﾄﾞﾚｽ：http://www.jma.go.jp/ �留萌測候所 �４２・０４１８

周囲の状況に
応じてあわてずに

まず身の安全を
確保して下さい

１０月１日、スタート

5

９月１日は防災の日


